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附高の課題(提出物等)について

ジグソー法で考える



今日の研修の目的

・附高の課題(提出物等)についての本校の現状の共有

・ジグソー法＋ミニッツペーパーの体験
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・「目的を持った行動や意思決定が、個人としても集団としても、専門性に基づく実践や生徒

の学習経験、さらにはより広い教育環境に良い影響を与えられるという教師自身の信念」

・「教師自身や生徒にプラスの変化をもたらそうとする行動や意思決定」

・これらの行動と意思決定は、教師自身の成長志向と「すべての生徒が学ぶことができる」と

いう信念に根ざしている。

・教師は、自身の本来持つ可能性が引き出され、力を発揮する自律が保証されると、変革の推

進者となる。すなわち、不確実性に適応し、教育法を革新し、生徒の声を支持し、ウェルビー

イングを推進する役割を果たす。（中略）それは、『深い学び』と『（異なる文脈・場面に）

転換・応用可能な学び』を促進する重要な役割となる。」
（OECD
ティーチング・コンパス（教師の羅針盤）2025.10.20日本語訳）
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教師エージェンシーとは？
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教師エージェンシーとは？ 教師が今までの教え方や教育観を振り返り、変化を起こす
教師が変われば

生徒も必ず変わる
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2025エージェンシー尺度調査から



「わたしは、何か課題をするときは、 信をもっ

てやるほうです。」(-1.05σ)

「わたしは 分に課せられた 標をよく果たして

いる（達成している）と思います。」(-1.30σ)

◯自信

「わたしは、何か課題を終えたあとに、失敗した

なと感じることのほうが多いです。*」(+1.48σ)

「わたしは、過去におかした失敗や嫌な経験を思

い出して、暗い気持ちになることがよくありま

す。*」(-1.20σ)

△失敗への不安

課題をするのは自信がある方ではなく，

達成していない傾向。課題を課すことが

自信低下につながっているかも。

平均値が最も低い観点

学年が上がるにつれて値が小さくなる傾向

課題で成功体験を増やす必要があるか。
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（基本方針）研究部の活動が，“公開研のための活動”に留まらず，

現実的な問題解決をしたい。“公開研のための授業開発”ではなく，

“数年単位でのカリキュラム改善”に取り組んでいただきたい。その

ために視点を研究推進は提供する。

次期学習指導要領では，柔軟なカリキュラム構築が可能。逆を言え

ば，学校が特色を出せるかが問われている。

（今回）今回のテーマである“課題（提出物など）”は，パフォーマン

ス課題として，カリキュラム検討の一つの切り口。

（次回）進路指導部とのタイアップで研修を実施予定
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